
  
民
族
」 

 

再
考

日
本
と
台
湾
か
ら

主 催 日本経済新聞社

18
時
30
分‐

20
時
40
分（
17
時
30
分 

開
場
）

参
加
費
＝
無
料（
要
事
前
申
込
み
）

定

　員
＝
300
名（
先
着
順
）

2
0
2
2
年
11
月
11
日﹇
金
﹈

場

　所
＝
日
経
ホ
ー
ル（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1

　3 

7
日
経
ビ
ル
3 

‐
‐

F
）

※

手
話
通
訳
あ
り

※

本
講
演
会
は
会
場
内
で
の
聴
講
の
ほ
か
、W
E
B
ラ
イ
ブ
中
継

　（要
事
前
申
込
み
）で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は

    

開
催
の
中
止
、形
式
の
変
更
等
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「公開講演会



グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
や
大
規
模
な
人
の
移
動
と
と
も

に
、
人
種
差
別
、
移
民
排
斥
、マ
イ
ノ
リ
ティ
弾
圧
な
ど
、

民
族
間
の
対
立
や
分
断
が
世
界
各
地
で
先
鋭
化
し
て
い

ま
す
。
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
は

多
文
化
共
生
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
労

働
者
問
題
や
特
定
の
民
族
へ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪

表
現
）
な
ど
は
い
ぜ
ん
と
し
て
解
決
の
方
向
に
進
ん
で

お
ら
ず
、
む
し
ろ
深
刻
化
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
み
え

ま
す
。
そ
も
そ
も
「
民
族
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
民

族
と
い
う
概
念
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
家
族
や
地
域
の
共
同
体
、
国
民
国
家
の
流
動
化
に

よ
っ
て
、
民
族
の
か
た
ち
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
本
講

演
会
で
は
、
日
本
と
台
湾
の
事
例
を
通
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

17
：
30-
18
：
30 

受
付

18
：
30-

18
：
35 

開
会
挨
拶
　津
川 

悟（
日
本
経
済
新
聞
社
大
阪
本
社 

編
集
局
長
）

18
：
35-

18
：
40 
挨
拶
　𠮷
田 

憲
司（
国
立
民
族
学
博
物
館 

館
長
）

18
：
40-

19
：
05 
講
演
1
　小
熊 

英
二（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部 

教
授
）

 

「
日
本
に
お
け
る『
民
族
』概
念 

 

そ
の
東
ア
ジ
ア
への
伝
播
と
ロシ
ア
と
の
比
較
を
交
え
て
」

19
：
05-

19
：
30 

講
演
2
　齋
藤 
玲
子（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

 

「
多
様
な
アイ
ヌ
民
族
と
シ
サ
ㇺ（
隣
人
と
し
て
の
和
人
）」

19
：
30-

19
：
55 

講
演
3
　野
林 

厚
志（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

 

「
民
族
の
モ
ザ
イ
ク

－

台
湾
の
経
験
」

19
：
55-

20
：
10 

休
憩

20
：
10-

20
：
40 

ディス
カ
ッション

 

小
熊 

英
二×

齋
藤 

玲
子×

野
林 

厚
志

 

司
会  

平
井 

京
之
介（
国
立
民
族
学
博
物
館
　教
授
）

●東京メトロ
•千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札より
徒歩約2分
•丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前交差点方面
改札より徒歩約5分
•半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札より徒
歩約5分
•東西線 「大手町駅」中央改札より徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分
●都営地下鉄
•三田線 「大手町駅」大手町方面改札より徒
歩約6分
　地下鉄「大手町駅」下車C2b出口直結

講演会場

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある
申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
https://www.minpaku.ac.jp/
令和4年10月6日（木）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び
　次回以降の講演会案内でのみ使用いたします。

申込方法

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

至 

神
田
駅

至
有
楽
町
駅

●和田倉橋

●りそな銀行

三菱UFJ　
信託銀行● ●

丸の内
ホテル

JR
東
京
駅

大
手
町
駅

大手町駅

竹 橋 駅

大
手
町
駅

大
手
町
駅

●
三井物産

●
三井物産

●
三井生命 ●KDDI

　ビル

気象庁
●

気象庁
●

●読売新聞社

産経
新聞社
●

産経
新聞社
●

●NTT
　コミュニケ
　ーションズ

東京消防庁
●

東京消防庁
●

皇

　居

丸
ノ
内
線

千
代
田
線

都
営
三
田
線

半蔵門線

東西線日
比
谷
通
り

内
堀
通
り

外堀通り

都心環状線

JAビル
● ●
経団連
会館日経ビル

関連するプロジェクト

特別研究　「ポスト国民国家時代における民族」

講
師

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

近
現
代
日
本
の
社
会
意
識
を

多
角
的
に
研
究
。近
年
の
成
果

に“R
acial and E

thnic 
Identities in Japan,” in 
M
.W
einer(ed.) Routledge 

H
andbook of Race and 
E
thnicity in A

sia, pp. 
271-285 （2021

）、 『
日
本

社
会
の
し
く
み：
雇
用
・
教
育
・

福
祉
の
歴
史
社
会
学
』

（
2
0
1
9
年
、講
談
社
）、

『＜

日
本
人＞

の
境
界
：
沖

縄
・ア
イ
ヌ
・
台
湾
・
朝
鮮 

植

民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま

で
』（
1
9
9
8
年
、新
曜
社
）

な
ど
。 

■
講
演
要
旨

日
本
に
お
け
る「
民
族
」の
概

念
は
、西
洋
の「
人
種
」と
ど
の

よ
う
に
異
な
る
の
か
。そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
、

政
治
的
に
利
用
さ
れ
、東
ア
ジ

ア
に
伝
播
し
た
の
か
。本
講
演

は
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。 

小熊 英二
慶應義塾大学総合政策学部 教授

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
イ
ヌ
民
族
を
は
じ
め
北

方
地
域
先
住
民
族
の
物
質

文
化
を
研
究
、と
く
に
工

芸
や
観
光
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン

史
に
関
心
を
寄
せ
る
。編
著

に『
カ
ナ
ダ
先
住
民
芸
術
の

歴
史
的
展
開
と
現
代
的
課

題（
国
立
民
族
学
博
物
館

調
査
報
告
1
3
1
）
』

（
2
0
1
5
年
）、論
文
に

「
ア
イ
ヌ
工
芸
の
2
0
0

年
」山
崎
・
伊
藤
編『
世
界

の
な
か
の
ア
イ
ヌ・ア
ー
ト
』

（
2
0
1
2
年
、北
海
道
大

学
ア
イ
ヌ・
先
住
民
研
究
セ

ン
タ
ー
）な
ど
。

■
講
演
要
旨

ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族

と
明
記
し
た「
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
法
」（
通
称
）が
施
行

さ
れ
て
3
年
。法
律
制
定

に
至
る
ま
で
の
動
き
を
概

観
し
、文
化
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、共
生
に
つ
い
て

考
え
る
。 

齋藤 玲子
国立民族学博物館 准教授

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

専
門
は
人
類
学
。主
要
な

研
究
の
テ
ー
マ
は
台
湾
の

民
族
と
文
化
、人
間
と
生

き
物
と
の
関
係
、文
明
の

な
か
の
食
文
化
。最
近
は

日
本
に
所
在
す
る
台
湾

資
料
を
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
、活
用
し
、「
情
報
遺

産
」と
し
て
の
学
術
資
料

の
あ
り
か
た
に
も
関
心
を

も
つ
。著
書
・
編
著
書
に

『
タ
イ
ワ
ン
イ
ノ
シ
シ
を
追

う
』（
2
0
1
4
年
、臨
川

書
店
）、『
肉
食
行
為
の
研

究
』（
2
0
1
8
年
、平
凡

社
）な
ど
。 

■
講
演
要
旨

か
つ
て「
高
砂
族
」と
よ
ば

れ
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア

系
先
住
民
族
の
人
々
の

歴
史
を
紹
介
し
、日
本
が

時
代
を
こ
え
て
台
湾
に
お

け
る
民
族
の
存
在
と
向
か

い
合
っ
て
い
く
意
義
を
考

え
る
。

野林 厚志
国立民族学博物館 教授


